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第8回「3D・VRシミュレーションコンテスト」  進化するVR活用、利用者の視点に立った試みも

　首都高速道路㈱は、現在建設中の中央環状新宿線
および同品川線と高速3号渋谷線を接続する大橋
ジャンクション（JCT）の走行支援策と交通安全対
策の有効性を確認するため、ドライビングシミュ
レータによる実験を実施。そこでは、UC-win/Road
ドライブ・シミュレータが活用されており、俯瞰は
もちろん、ドライバーの視点から完成後のJCT内の
様子が臨場感豊かに表現されている。

いる。　鉄道の増強に伴い単線区間を複
線化するための、高架橋の架け替
え工事の手順を表現した。鉄道桁
の架け替えでは、最終電車と始発
電車の間の、夜間に工事を終えな
くてはならない。加えて、下部の道
路に対しても工事の影響を最小化
すべく配慮が求められる。そうし
たニーズを反映し、スピーディか
つ経済的となる工法を計画してそ
の施工シミュレーションを行って

　施工中の韓国南海高速道路にお
いて住民との合意形成のため、
UC-win/Road が利用されている。
当初の設計内容が途中変更され、
住民から反対する声が上がった。
そこで、高速道路が住民に及ぼす
影響について、高速道路と建物の
距離などさまざまにシミュレー
ション。その成果は住民との合意
形成をはじめ事業広報、関係機関
の協議資料としてなど有効活用さ
れている。
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　国棉グループは北京 C B D
（Central Business District）東側に
位置し、正門からCCTV、中国国際
貿易センター、華茂など北京の象
徴的な建物を一望できる。もとも
と50年代に旧ソ連のデザイナーが
設計を担当して建設されたもので、
室内装飾などはそうした時代背景
を偲ばせる。作品はUC-win/Road
を利用し、国棉第二工場の旧工場
および近年移転して文化創意産業

　東京有数の穀倉地帯であった日野
市には多摩川や浅川沿いに用水路網
が発達した。一方、60年代からの首
都圏郊外部の急激な人口増加に対応
するため、同市は積極的に区画整理
事業を実施。現在では区画整理地域
が市域の5割に及び、そのようなエ
リアでは用水路は統合され、支線の
多くが廃止されてきた。その結果、
80年に218kmあった用水路延長は
91年に177km、現在は130km程度
とされる。95年には国土庁の「水の
郷」の選定を受けたが、田園風景も

用水路も減少しているのが実情という。そこ
で、日野市の用水を中心とした水辺空間を活か
した環境共生型区画整理の在り方を提案してい
る。

　米国ウィスコンシン州運輸局
（WisDOT）は、国道41号線の改築・
拡張を計画中。そこで、WisDOTが
自らロータリーについてより詳し
く学び、併せて、一般の人々がロー
タリーでの運転方法などを正しく
理解できるよう、同社がドライビ
ングシミュレータの開発依頼を受
けて作成したもの。

　人間の運転行動を再現する計算
モデル構築のための運転データ収
集を目的に、京都市街地の走行環
境をUC-win/Road ドライブ・シ
ミュレータ上に構築した。その際、
現実的な運転データ獲得のため、
京都市街地を走行する感覚を与え
得る十分な品質の環境構築を意図。
同環境を用いて大量のデータを収
集すべく被験者実験を計画中とい
う。

園となる新工場の様子をVRで表現してい
る。
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　韓国ソウル地方国土管理局で管
理するジュクジョンサービスエリ
アでの乗換計画について、UC-win/
Roadを利用し交通シミュレーショ
ンのVRデータを作成した。衛星都
市へ繋がる道路の混雑を緩和する
対策として、バス専用道路やロー
タリーの生成など含む3案を用意。
意思決定の支援ツールとして活用
している。

　これは、阿蘇くじゅう国立公園
を通過する国道（シーニック・バイ
ウェイ）の4 車線化に関するVR
データを作成したもの。同路線は
急峻地形であるのに加え、鉄道併
走により大型構造物が発生するた
め、走行シミュレーション（内部環
境）のみではなく、外部環境へも配
慮する必要があった。そこで、VR
データを活用して、景観検討およ
び渋滞緩和の提案を行っている。

　イギリスの繁華街における改修
施工（約150m）に当たり、歩行者
の行動や流れをVRで表現したも
の。群衆解析ソフトウェアの結果
ファイルをデータと連携させ、
UC-win/Roadにより直感的な表現
を実現した。改修後の再現と更な
る安全性確保のため、全体的な計
画と歩行者流動のシミュレーショ
ンに活用されている。

　道路モニタリングシステムは、
バーチャル運転シミュレータを活
用して、リハビリ中のドライバー
に対する評価を支援しようという
もの。同システムにより、患者の状
態を評価するのに必要な患者の健
康状態や問題解決能力をテストで
きるとしている。


